




















































―sudden fictionⅡ, “Losing blue”, “The rise and fall of sharpie cake”,




I consider the relationship between constructions and story interpretations on the subject of arbitrary
selected Haruki Murakami’s short stories and sudden fiction. These narrators run the course of irreversible
things, so they can’t return the situation before these conversions. Then, they tell loss of them as nostalgia.
Haruki’s stories often has the constructions that the situation was changed by a turning point. However, is it
obvious that it’s a turning point?
キーワード：村上春樹，コンストラクション，物語論，文脈












































































































































































































































































































































































































































































































































（19） Leech,G.N.（1971） Meaning and the
EnglishVerb．London：Longman,pp.18-
19.
（20）『村上春樹超短篇小説案内』（学研パブリッ
シング二〇一一・三）一六七頁。また，清水
良典「とんがり焼きの盛衰」（『国語総合学習
指導の研究』筑摩書房二〇一三・三）も同様
である。
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（21）「とんがり焼の盛衰」（『村上春樹作品研究事
典増補版』一三八頁。
（22）「短編小説」（『村上春樹がわかる』朝日出版
社二〇〇一・一二）五九頁。
（23）「村上春樹「カンガルー日和」の教材研究の
ために」（『日本文学』二〇〇〇・八）五～六
頁。
（24） 前掲「村上春樹「カンガルー日和」の教材
研究のために」四頁。
（25） 辛島デイヴィット「カンガルー日和」（『英
語で読む村上春樹』二〇一六・五）五五頁。
（26）「逆説の母子像」（『福岡大学日本語日本文学』
二〇一二・一）三五頁。
（27）「「カンガルー日和」（村上春樹）試論」
（『文学・芸術・文化』二〇一四・三）四四頁。
（28） 前掲「カンガルー日和」四九頁。
（29） 前掲「逆説の母子像」三五頁。
（30） 前掲「逆説の母子像」四〇頁。
（31） 根本啓二「「カンガルー日和」を読む」
（『国語 教育と研究』二〇〇九・三）は，彼
女が被保護から保護することへ転換すると共
に，「僕」の不本意な訪園から満足したそれへ
の転換が描かれると解釈し，物語のグローカ
ルな構造を読解する。また，宮嶌公夫「「カン
ガルー日和」について」（『イミタチオ』二〇
一六・五）は，「お互いにお互いの内面とは積
極的に関わろうとしない二人の」「関係性こそ
を〈僕〉は再現」するため，過去の出来事な
のに現在形も使われているとする。非過去形
は事態を図式的に捉えているが故に，そうし
た関係性をシナリオ的に提示しているのである。
（32）「身体の深いところでわかるということ」
（『〈教室〉の中の村上春樹』ひつじ書房二〇
一一・八）三二三頁。
付記 本稿の引用底本は各作品の最新バージョン
である。また，本稿は注2の小文「村上春樹
超短編小説の構成」の続稿であり，コンスト
ラクションの問題点については拙稿「物語と
認知」（『ライブラリ心理学を学ぶ3認知と思
考の心理学』サイエンス社近刊）も参照され
たい。
（2016年5月18日受付）
（2016年7月11日受理）
―182―
